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実施した交流プログラムの概要 

A. 学生交流プログラム 

 1) 海外派遣プログラム（本学の参加部局） 

     医学部：医学科、保健衛生学科 

     歯学部：歯学科、口腔保健学科 

     大学院：医歯学総合研究科、保健衛生学研究科 

 2) 海外学生受入プログラム（海外の参加大学） 

     タイ：チュラロンコーン大学、シーナカリンウィロｰト大学 

     インドネシア：インドネシア大学 

     ベトナム：ホーチミン医科薬科大学 他 

B. 国際学術会合 

  1) グローバルリトリート（合宿研修、各国で実施） 

  2) 国際セミナー、国際シンポジウム 



実施した交流プログラムの概要 

タイのチュラロンコーン大学医学部の研究室に、本学学生
（医学科４年生）を約５か月間派遣し、各研究室の指導教
員のもと、基礎医学研究を行うプログラム 
 
12単位：プロジェクトセメスター（基礎医学研究選択実習） 

A 医学部医学科が実施した交流プログラム 

     （基礎医学研究実習を主体とした２国間交流） 

タイのチュラロンコーン大学医学部の学生を、本学医学部
の研究室に約１か月間受入れて、各研究室の指導教員の
もと、基礎医学研究を行うプログラム 
  
4単位：医学研究選択実習（チュラロンコーン大学が認定） 
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実施した交流プログラムの概要 

タイ、インドネシア、ベトナム等の大学歯学部に、本学学
生（歯学科2～6年生）を約2週間派遣して行う歯科医療研
修プログラム（病院見学実習、地域保健プロジェクトへの参加等） 
 

1単位：デンタルエクスターンシップ 

A 歯学部歯学科が実施した交流プログラム 

       （歯科医療研修を主体とした多国間交流） 

タイ、インドネシア、ベトナムの歯科学生約24～30名を約2
週間、同時期に受入れ、英語による実践的な歯科医療研
修プログラム（少人数教育､歯科医療技術コンテスト､企業見学等） 
  

単位：大学・学年により、単位認定制度は異なる 
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実施した交流プログラムの概要 
（派遣） 海外における歯科医療研修  病院見学、授業や交流会への参加 

タイ インドネシア 

ベトナム 



実施した交流プログラムの概要 
（派遣） 海外における歯科医療研修  
 海外の地域保健医療制度や現状を理解して、日本と比較し、国際保健を学ぶ 

小学校 

保健センター 

幼稚園 



実施した交流プログラムの概要 
（派遣） 海外における歯科医療研修   

日本と海外の教員指導の下で、学生は在留邦人対象の健康教育セミナーの補助及
び日本人学校や幼稚園で保健指導・歯磨き指導等を行った。日本語による健康相談
保健指導等を行って在留邦人や現地の人々への健康支援を行った。  
 → 医療系大学の特徴を生かした活動 



実施した交流プログラムの概要 

海外相手大学 

（派遣＆受入） リサーチデイプログラム 
学生が自国のカリキュラムの中で行う研究実習の成果を英語で口頭発表
あるいはポスター発表するプログラム → 優秀者の表彰 



実施した交流プログラムの概要 
（受入） 基礎・臨床分野における英語による少人数教育 

マウスガードの作成 笑気麻酔の体験 

基礎実験 

オペの見学 



実施した交流プログラムの概要 

（受入）  ４か国の学生による歯科医療技術コンテスト   
       歯型彫刻＆ワイヤーベンディング 

表彰式 

真剣にコンテストに取り組む学生 

ワイヤーベンディング 歯型彫刻 



実施した交流プログラムの概要 
（受入）  歯科関連企業の見学・研修   
      産学連携による最先端機器･材料・技術の紹介 

患者ロボットの紹介 

日本製の歯科材料
を使用した実習 



実施した交流プログラムの概要 
B グローバルリトリート（これまで４か国で実施） 

4か国の学生が同室に宿泊し、生活を共にして、グループワーク研修、文化交流
等を行うことで絆が深まる → 将来の医療ネットワークの構築を目指す 



実施した交流プログラムの概要 
文化交流・異文化理解 



実施した交流プログラムの概要 
B2 国際セミナー・国際シンポジウム（４か国で計17回実施） 

TV会議システムを利用した中継 

最新の歯科関連知識・技術に関する情報交換→多くの学生・教員の参加 



実績 

H24 H25 H26 H27 H28 

派遣学生数 
3か月未満 17 55 47 41 48 

3か月以上 2 3 3 2 1 

受入学生数 
3か月未満 25 36  38 40  42 

3か月以上 0  0 0 0 0  

注）H28は計画数 



質の保証を伴った交流枠組み（相互単位認定、
共同学位プログラム等）の形成 

医学部医学科： 
チュラロンコーン大学との学生交流に関して、それぞれの大学において
単位認定を行う制度がすでに設置されていた（相互単位認定） 

歯学部歯学科： 
選択科目「デンタルエクスターンシップ（1単位）」を新設した 

• 事前英語研修プログラム（試験合格） 
• 留学生による派遣国の歯科事情に関する講義 
• 現地語での歯科専門用語や日常会話の学習 
• 現地での研修参加（ポートフォリオの作成） 
• 研修後の報告書の作成 
• 研修成果発表会での報告（日本語＆英語） 
• 派遣先大学および本学の教員による評価 

医学部保健衛生学科、歯学部口腔保健学科、大学院： 
   海外研修を本学の既存のカリキュラムの中で単位認定した 
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タイ（チュラロンコーン大学,シーナカリンウィロート大学）、インドネシア（イ
ンドネシア大学）、ベトナム（ホーチミン医科薬科大学）の各大学、学年に
より、単位認定制度は異なっていた 

単
位
認
定
条
件 



質の保証を伴った交流枠組み（相互単位認定、
共同学位プログラム等）の形成 
TMDUで学んだ海外学生 



質の保証を伴った交流枠組み（相互単位認定、
共同学位プログラム等）の形成 

海外で学んだ日本人学生 



質の保証を伴った交流枠組み（相互単位認定、
共同学位プログラム等）の形成 

インドネシア語 
基本会話集 

タイ語 
基本会話集 

ベトナム語 
基本会話集 

5ヵ国語による基本歯科用語集 

専門領域の語学教材の開発および派遣＆受入学生への応用 



プログラム参加後の学生のフォローアップ・出口対策 

本事業の最終目標は、医歯学領域において、国際的にリーダーシップのとれる若手
研究者・教育者・医療人を育成し、東南アジア地域での医療・歯科医療ネットワーク
を構築することである。最終目標達成のためには、長期間のフォローアップが必要
である。 



467  

507  

473  

492  

300 400 500

参加していない学生 

(N = 186) 

参加した学生（N = 62) 

TOEFL-ITPスコア 

1回目スコア(入学時) 2回目スコア 

プログラム参加後の学生のフォローアップ・出口対策 
日本人学生：プログラム参加後のフォローアップ 

プログラム参加前後に、アンケート調査や英語能力試験を実施している。
参加学生は、海外研修を契機に英語学習意欲が向上し、将来の留学を希望
し、海外学生との交流を継続したいと考えるようになった。英語能力の自
己評価もプログラム参加後に向上している。TOFEL-ITPの成績も、参加しな
い学生は変化がみられなかったが、参加学生は有意に向上していた。 
また、2、3年次に研修プログラムに参加した学生は、4年次の授業「研究実
習」を海外大学で実施したり、6年次に短期臨床研修を海外で行う者が多い。 

 
        TOEFL-ITPの変化 

*:p<0.001 

* +15点 

－7点 



プログラム参加後の学生のフォローアップ・出口対策 

海外学生を対象とした進路選択に対するサポート 

本事業への参加が動機づけとなり、将来、博士課程に進学して学位取得
し、帰国後に母国において指導的立場で、国際連携して活躍する研究教
育者・医療者の養成を目指したサポートを行っている。 

 
 
 

• 学部学生の受入れ時に、ローテーションで各専門分野で研修を
行っている。大学院博士課程への進学を希望する学生には、各専
攻分野の教員と直接コンタクトできる機会を設けており、学生は
専攻分野を選択する際に参考にしている。メール等の連絡先を交
換するので、教員と海外学生は継続してコンタクトをとることが
できる。 
 

• 本学で学ぶ留学生を講師として、日本での生活や研究に関する情
報提供を行っている。 

本事業に参加した海外の学部学生や引率教員のうち、４名（ベトナム２
名、タイ1名、インドネシア1名）が、本学大学院博士課程に進学した      
（2016年4月時点） 

＜具体例＞ 



情報の発信・成果の普及 

1. ホームページの作成（日本語、英語） 

2. 事業紹介の広報資料（リーフレット､パンフレット）の作成、普及 

3. 参加学生による海外研修報告会の開催（同級生や下級生への情報提供） 

4. 正規授業の中で事業の紹介:学年混合選択ｾﾐﾅｰ「海外留学と海外協力」(TV中継) 

5. 事業成果普及のための国際シンポジウムの開催 

6. 本事業の成果に関する学会発表・論文発表  

チュラロンコーン大学 インドネシア大学 シーナカリンウィロート大学 ホーチミン医科薬科大学 

＜日本からの発信＞ 

＜海外からの発信＞ 

海外大学が作成した英語版事業報告書の活用 



情報の発信・成果の普及 
・ ２極化する学生の国際交流への関心 
 

交流プログラムに参加した学生の国際交流への関心は非常に高まり、いろい
ろな国際交流の場に参加し、積極的に何回も海外研修に参加している。この
ような学生の英語能力は向上している。 
 

一方、国際交流への関心を示さない学生は、海外派遣などの交流プログラム
にも不参加である。国際交流の情報を提供しても関心を示さず、本事業が提
供するイベントにも参加しない。このような学生に対する対応に苦慮している。 
 

・ 国内の他大学との連携 
 

国内の他大学と同時期に学生を派遣をしたことがあるが、受入れ大学によっ
ては同学年の学生を希望するため、連携が難しい。また、大学間でアカデミッ
クカレンダーが異なるため、派遣可能な日程が限られてしまう。 

 
 
 
 

   

課題 



今後の展開 

1. 自己負担金、民間助成金、大学の国際交流資金等を利用して、同様な学生
交流プログラムを継続して実施する計画である。 

2. 本事業ではタイ、インドネシア、ベトナムの東南アジア3か国の大学と学生
交流を開始した。しかし、2014年以降はオーストラリアも参加するように
なり、メルボルン大学･シドニー大学との学生交流を行った。今後、対象地
域・国を拡大して、学生交流を展開していく予定である。 

3. 学部学生だけでなく大学院生の交流プログラムも積極的に推進していく計
画である。また、若手教員の国際交流活動を支援することも重要である。 

4. 2016年からタイのチュラロンコーン大学と本学との間で、5年制の博士課程
国際連携専攻（ジョイント・ディグリープログラム）が開始し、3名が入学
した。国際教育活動がさらに発展していくことが期待できる。 

5. 本事業をもとに、海外の同窓会組織との連携を強化して、国際ネットワー
クを構築し、我が国の医歯学領域の世界展開力を強化していく。 

JDAT（Japan Dental Alumni of Thailand) 

JDAI （Japan Dental Alumni of Indonesia) 

JDAV（Japan Dental Alumni of Vietnam） 
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